
 

 

第７次総合計画 基本構想の骨格 

 

 

 

①人口減少・少子化への対応 ②女性と高齢者が活躍 ③地域経済の活性化 ④地域力の向上 ⑤健全な行財政運営 

 

 

 

 

政策を実現させる行財政運営 

職員の能力向上 健全財政の維持 行政の改革 市有施設総合管理 

政策の柱 

めざすまちのキーワード 

まるごと元気・人財育成・ひとの“わ” 
 

７次総重点テーマ 

子ども・女性 

「話」…対話、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

「輪」…つながり、きずな 

「和」…調和、思いやり、協力 

「環」…循環、ひろがり、継続 

 

・育児と仕事の両立（仕事

と生活の調和） 

・教育環境の充実 

・妊娠、出産への支援 

・子育ち、親育ち 

 

 

安心して子どもを産み

育てられるまちづくり 

・健康づくり 

・高齢者の生きがいづくり 

・障がい者への支援 

・医療環境の充実 

・スポーツ振興 

 

 

健康で元気に暮らせる

まちづくり 

・女性の活躍支援 

・駅周辺の整備（コンパク

トシティ） 

・企業誘致、起業支援 

・地場産業、中心市街地の

活性化 

・芸術、文化の振興 

にぎわいと活力のある

まちづくり 

・道路網の充実 

・郊外団地と中心部を結ぶ

交通手段の確保 

・災害対策の推進 

・環境保全の推進 

・快適な居住環境の整備 

・消防・救急体制の充実 

 

安全・安心で快適に暮らせ

る魅力あるまちづくり 

・自治組織による共助 

・市民活動の活発化（ボラ

ンティア、NPO 等） 

・生涯学習の推進 

・政策形成への市民参加 

 

 

だれもが学び合い、 

助け合うまちづくり 

 

政策の柱の立て方 
 めざすまちの具現化や重点テーマに取り組む上で、具体的に
どのようなまちとしていくかを横串の視点で表した。 

 政策を実行実現し、次の５つの成果を得る 

 

 
２０年後、３０年後の多治見市 
 
 人口減少と地域経済縮小の克服 
 自治体間連携の強化 

  
 

資料３ 


